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(54)【発明の名称】ユーザ装置、ノード、及び通信方法

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用いてノードとの無線通信を行う
ユーザ装置であって、
前記ユーザ装置に設定されたセカンダリセルについて前記ユーザ装置がアクティブ化処理
を実行するために満たされるべき無線品質条件を示す情報を前記ノードから受信する受信
部と、
無線品質を測定するとともに、前記無線品質条件が満たされたか否かを評価する制御部
と、を備え、
前記制御部は、前記無線品質条件が満たされたことに応じて、前記セカンダリセルについ
て前記アクティブ化処理を実行する
ユーザ装置。
【請求項２】
前記アクティブ化処理は、非アクティブ状態にある前記セカンダリセルをアクティブ状態
に遷移させる処理を含む
請求項１に記載のユーザ装置。
【請求項３】
前記アクティブ化処理は、前記セカンダリセルにおいてドーマント状態にある帯域幅部分
について前記ドーマント状態から離脱する処理を含む
請求項１に記載のユーザ装置。
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【請求項４】
前記無線品質条件が満たされたことに応じて、前記アクティブ化処理に関する通知を前記
ノードに送信する送信部をさらに備える
請求項１乃至３のいずれか１項に記載のユーザ装置。
【請求項５】
前記送信部は、前記通知をプライマリセル上で前記ノードに送信する
請求項４に記載のユーザ装置。
【請求項６】
前記制御部は、前記通知を送信したタイミング又は前記通知に対する肯定応答を前記ノー
ドから受信したタイミングから、所定時間以内で前記アクティブ化処理を完了させる
請求項４に記載のユーザ装置。
【請求項７】
前記送信部は、前記通知の送信時に又は前記通知の送信よりも前に、前記所定時間を示す
情報を前記ノードに送信する
請求項６に記載のユーザ装置。
【請求項８】
前記受信部は、前記ノードから前記セカンダリセル上で時間方向に連続的に送信される参
照信号を受信し、
前記制御部は、前記参照信号に基づいて前記無線品質を測定する
請求項１に記載のユーザ装置。
【請求項９】
移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用いてユーザ装置との無線通信を
行うノードであって、
前記ユーザ装置にセカンダリセルを設定する制御部と、
前記セカンダリセルについて前記ユーザ装置がアクティブ化処理を実行するために満たさ
れるべき無線品質条件を示す情報を前記ユーザ装置に送信する送信部と、を備える
ノード。
【請求項１０】
前記アクティブ化処理は、非アクティブ状態にある前記セカンダリセルをアクティブ状態
に遷移させる処理を含む
請求項９に記載のノード。
【請求項１１】
前記アクティブ化処理は、前記セカンダリセルにおいてドーマント状態にある帯域幅部分
について前記ドーマント状態から離脱する処理を含む
請求項９に記載のノード。
【請求項１２】
前記ユーザ装置において前記無線品質条件が満たされたことに応じて、前記アクティブ化
処理に関する通知を前記ユーザ装置から受信する受信部をさらに備える
請求項９乃至１１のいずれか１項に記載のノード。
【請求項１３】
前記受信部は、前記通知をプライマリセル上で前記ユーザ装置から受信する
請求項１２に記載のノード。
【請求項１４】
前記制御部は、前記通知を受信したタイミング又は前記通知に対する肯定応答を前記ユー
ザ装置に送信したタイミングから、所定時間以内で前記アクティブ化処理が完了するとみ
なす
請求項１２に記載のノード。
【請求項１５】
前記受信部は、前記通知の受信時に又は前記通知の受信よりも前に、前記所定時間を示す
情報を前記ユーザ装置から受信する
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請求項１４に記載のノード。
【請求項１６】
前記送信部は、前記無線品質の測定に用いられる参照信号を前記セカンダリセル上で時間
方向に連続的に送信する
請求項９に記載のノード。
【請求項１７】
移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用いてノードとの無線通信を行う
ユーザ装置で用いる通信方法であって、
前記ユーザ装置に設定されたセカンダリセルについて前記ユーザ装置がアクティブ化処理
を実行するために満たされるべき無線品質条件を示す情報を前記ノードから受信するス
テップと、
無線品質を測定するとともに、前記無線品質条件が満たされたか否かを評価するステップ
と、
前記無線品質条件が満たされたことに応じて、前記セカンダリセルについて前記アクティ
ブ化処理を実行するステップと、を有する
通信方法。
【請求項１８】
移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用いてユーザ装置との無線通信を
行うノードで用いる通信方法であって、
前記ユーザ装置にセカンダリセルを設定するステップと、
前記セカンダリセルについて前記ユーザ装置がアクティブ化処理を実行するために満たさ
れるべき無線品質条件を示す情報を前記ユーザ装置に送信するステップと、を有する
通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本開示は、ユーザ装置、ノード、及び通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
移動通信システムの標準化プロジェクトである第３世代パートナーシッププロジェクト
（３ＧＰＰ（登録商標。以下同じ））では、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）の技術仕
様が規定されている。ユーザ装置（ＵＥ）は、移動通信システムのネットワークのノード
（単に「ノード」とも称する）によりＣＡが設定され得る。
【０００３】
ＣＡでは、複数のサービングセルに対応する複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）が集
約され、ＵＥは、複数のＣＣ（複数のセル）で同時に受信又は送信を行うことができる。
当該複数のＣＣは、周波数方向に連続していてもよいし、非連続であってもよい。１つの
サービングセルはプライマリセル（ＰＣｅｌｌ）と称され、ＰＣｅｌｌと共に１つ又は複
数のセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）をＵＥに設定することにより、サービングセルのセッ
トが形成される。
【０００４】
ＣＡが設定されている場合、ＵＥには、ネットワークとの無線リソース制御（ＲＲＣ）接
続が１つ存在する。ＳＣｅｌｌの追加及び削除は、ＲＲＣシグナリングによって実行でき
る。ＳＣｅｌｌのアクティブ化及び非アクティブ化は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）制御
要素（ＣＥ）によって実行できる。
【０００５】
ＣＡの設定及びアクティブ化は、次のような手順で行われることが一般的である。第１
に、ＵＥは、各セルの無線品質の測定結果を含む測定報告メッセージをノードに送信す
る。第２に、ノードは、測定報告メッセージに基づいて、ＲＲＣメッセージを用いてＵＥ
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にＳＣｅｌｌを設定する。第３に、ノードは、ＭＡＣ　ＣＥを用いてＵＥのＳＣｅｌｌを
アクティブ化する。ＳＣｅｌｌのアクティブ化により、ＳＣｅｌｌが非アクティブ状態か
らアクティブ状態に遷移し、ＳＣｅｌｌを用いた無線通信が可能になる。
【０００６】
このような３ステップの制御は、ＵＥにおいてＳＣｅｌｌに対応する無線品質が良くなっ
てから、ＳＣｅｌｌを用いた無線通信が可能になるまでの時間を短縮することが難しいと
いう課題がある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【文献】３ＧＰＰ技術仕様書：ＴＳ　３８．３００　Ｖ１７．３．０　（２０２２－１
２）
【発明の概要】
【０００８】
第１の態様に係るユーザ装置は、移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを
用いてノードとの無線通信を行う装置である。前記ユーザ装置は、前記ユーザ装置に設定
されたセカンダリセルについて前記ユーザ装置がアクティブ化処理を実行するために満た
されるべき無線品質条件を示す情報を前記ノードから受信する受信部と、無線品質を測定
するとともに、前記無線品質条件が満たされたか否かを評価する制御部と、を備える。前
記制御部は、前記無線品質条件が満たされたことに応じて、前記セカンダリセルについて
前記アクティブ化処理を実行する。
【０００９】
第２の態様に係るノードは、移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用い
てユーザ装置との無線通信を行うノードである。前記ノードは、前記ユーザ装置にセカン
ダリセルを設定する制御部と、前記セカンダリセルについて前記ユーザ装置がアクティブ
化処理を実行するために満たされるべき無線品質条件を示す情報を前記ユーザ装置に送信
する送信部と、を備える。
【００１０】
第３の態様に係る通信方法は、移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用
いてノードとの無線通信を行うユーザ装置で用いる方法である。前記通信方法は、前記
ユーザ装置に設定されたセカンダリセルについて前記ユーザ装置がアクティブ化処理を実
行するために満たされるべき無線品質条件を示す情報を前記ノードから受信するステップ
と、無線品質を測定するとともに、前記無線品質条件が満たされたか否かを評価するス
テップと、前記無線品質条件が満たされたことに応じて、前記セカンダリセルについて前
記アクティブ化処理を実行するステップと、を有する。
【００１１】
第４の態様に係る通信方法は、移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用
いてユーザ装置との無線通信を行うノードで用いる方法である。前記通信方法は、前記
ユーザ装置にセカンダリセルを設定するステップと、前記セカンダリセルについて前記
ユーザ装置がアクティブ化処理を実行するために満たされるべき無線品質条件を示す情報
を前記ユーザ装置に送信するステップと、を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施形態に係る移動通信システムの構成例を示す図である。
【図２】データを取り扱うＵプレーンの無線インターフェイスのプロトコルスタックの構
成例を示す図である。
【図３】シグナリング（制御信号）を取り扱うＣプレーンの無線インターフェイスのプロ
トコルスタックの構成例を示す図である。
【図４】実施形態に係るテラヘルツ（ＴＨｚ）波セルを説明するための図である。
【図５】実施形態に係るキャリアアグリゲーション（ＣＡ）を説明するための図である。
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【図６】セカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）の追加及びアクティブ化の一般的なプロシージャ
を示す図である。
【図７】実施形態に係るＵＥ（ユーザ装置）の構成例を示す図である。
【図８】実施形態に係るノードの構成例を示す図である。
【図９】第１実施形態に係るシステム動作例を示す図である。
【図１０】帯域幅部分（ＢＷＰ）について説明するための図である。
【図１１】第２実施形態に係るシステム動作例を示す図である。
【図１２】第３実施形態に係るシステム動作例を示す図である。
【図１３】第４実施形態に係る参照信号（Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳ）の具体例
を示す図である。
【図１４】第４実施形態に係るシステム動作例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
以下において、図面を参照しながら、実施形態に係る移動通信システムについて説明す
る。図面の記載において、同一又は類似の部分には同一又は類似の符号を付している。
【００１４】
（１）第１実施形態
図１乃至図９を参照して第１実施形態について説明する。
【００１５】
（１．１）システム構成例
図１は、実施形態に係る移動通信システムの構成例を示す図である。実施形態に係る移動
通信システムは、３ＧＰＰ規格に準拠するシステムである。例えば、実施形態に係る移動
通信システムは、第５世代（５Ｇ）システム又は第６世代（６Ｇ）システムであってもよ
い。
【００１６】
移動通信システムは、ネットワーク（ＮＷ）１と、ユーザ装置（ＵＥ）１００とを有す
る。ＵＥ１００は、移動可能な通信装置であって、ＮＷ１との無線通信を行う。ＵＥ１０
０は、ユーザにより利用される装置であればよく、例えば、携帯電話端末（スマートフォ
ンを含む）やタブレット端末、ノートＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、通
信モジュール（通信カード又はチップセットを含む）、センサ若しくはセンサに設けられ
る装置、車両若しくは車両に設けられる装置（Ｖｅｈｉｃｌｅ　ＵＥ）、飛行体若しくは
飛行体に設けられる装置（Ａｅｒｉａｌ　ＵＥ）であってもよい。
【００１７】
ＮＷ１は、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０と、コアネットワーク（ＣＮ）２０
とを含む。移動通信システムが第５世代システム（５ＧＳ：５ｔｈ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏ
ｎ　Ｓｙｓｔｅｍ）である場合、ＲＡＮ１０はＮＧ－ＲＡＮ（Ｎｅｘｔ　Ｇｅｎｅｒａｔ
ｉｏｎ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）と称され、ＣＮ２０は５ＧＣ（５
Ｇ　Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）と称される。
【００１８】
ＲＡＮ１０は、複数のノード２００（図示の例では、ノード２００ａ乃至２００ｃ）を含
む。ノード２００は、ノード間インターフェイスを介して相互に接続される。ノード２０
０は、基地局とも称される。ノード２００は、ＣＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｕｎｉｔ）とＤＵ
（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｕｎｉｔ）とで構成され（すなわち、機能分割され）、両ユ
ニット間がフロントホールインターフェイスで接続されていてもよい。移動通信システム
が５ＧＳである場合、ノード２００はｇＮＢと称され、ノード間インターフェイスはＸｎ
インターフェイスと称され、フロントホールインターフェイスはＦ１インターフェイスと
称される。
【００１９】
各ノード２００は、１又は複数のセルを管理する。ノード２００は、自セルとの接続を確
立したＵＥ１００との無線通信を行う。各ノード２００は、無線リソース管理（ＲＲＭ）
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機能、ユーザデータ（単に「データ」とも称する）のルーティング機能、モビリティ制
御・スケジューリングのための測定制御機能等を有する。なお、「セル」は、無線通信エ
リアの最小単位を示す用語として用いられる。「セル」は、ＵＥ１００との無線通信を行
う機能又はリソースを示す用語としても用いられる。１つのセルは１つのキャリア周波数
（単に「周波数」とも称する）に属する。
【００２０】
ＣＮ２０は、ＣＮ装置３００を含む。ＣＮ装置３００は、制御プレーン（Ｃプレーン）に
対応するＣプレーン装置と、ユーザプレーン（Ｕプレーン）に対応するＵプレーン装置
と、を含んでもよい。Ｃプレーン装置は、ＵＥ１００に対する各種モビリティ制御及び
ページング等を行う。Ｃプレーン装置は、ＮＡＳ（Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕ
ｍ）シグナリングを用いてＵＥ１００と通信する。Ｕプレーン装置は、データの転送制御
を行う。移動通信システムが５ＧＳである場合、Ｃプレーン装置はＡＭＦ（Ａｃｃｅｓｓ
　ａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）と称され、Ｕ
プレーン装置はＵＰＦ（Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）と称され、ノード２
００とＣＮ装置３００との間のインターフェイスはＮＧインターフェイスと称される。
【００２１】
図２は、データを取り扱うＵプレーンの無線インターフェイスのプロトコルスタックの構
成例を示す図である。
【００２２】
Ｕプレーンの無線インターフェイスプロトコルは、例えば、物理（ＰＨＹ）レイヤと、Ｍ
ＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤと、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　
Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤと、ＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅ
ｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤと、ＳＤＡＰ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ａ
ｄａｐｔａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤとを有する。
【００２３】
ＰＨＹレイヤは、符号化・復号、変調・復調、アンテナマッピング・デマッピング、及び
リソースマッピング・デマッピングを行う。ＵＥ１００のＰＨＹレイヤとノード２００の
ＰＨＹレイヤとの間では、物理チャネルを介してデータ及び制御情報が伝送される。な
お、ＵＥ１００のＰＨＹレイヤは、ノード２００から物理下りリンク制御チャネル（ＰＤ
ＣＣＨ）上で送信される下りリンク制御情報（ＤＣＩ）を受信する。具体的には、ＵＥ１
００は、無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）を用いてＰＤＣＣＨのブラインド復号
を行い、復号に成功したＤＣＩを自ＵＥ宛てのＤＣＩとして取得する。ノード２００から
送信されるＤＣＩには、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付
加されている。
【００２４】
ＭＡＣレイヤは、データの優先制御及びハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）による再送処理
等を行う。ＵＥ１００のＭＡＣレイヤとノード２００のＭＡＣレイヤとの間では、トラン
スポートチャネルを介してデータ及び制御情報が伝送される。ノード２００のＭＡＣレイ
ヤはスケジューラを含む。スケジューラは、上下リンクのトランスポートフォーマット
（トランスポートブロックサイズ、変調・符号化方式（ＭＣＳ））及びＵＥ１００への割
当リソースを決定する。
【００２５】
ＲＬＣレイヤは、ＭＡＣレイヤ及びＰＨＹレイヤの機能を利用してデータを受信側のＲＬ
Ｃレイヤに伝送する。ＵＥ１００のＲＬＣレイヤとノード２００のＲＬＣレイヤとの間で
は、論理チャネルを介してデータ及び制御情報が伝送される。
【００２６】
ＰＤＣＰレイヤは、ヘッダ圧縮・伸張、及び暗号化・復号化等を行う。
【００２７】
ＳＤＡＰレイヤは、ＣＮ２０がＱｏＳ制御を行う単位であるＩＰフローとＡＳ（Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）がＱｏＳ制御を行う単位である無線ベアラとのマッピングを行
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う。なお、ＲＡＮがＥＰＣに接続される場合は、ＳＤＡＰが無くてもよい。
【００２８】
図３は、シグナリング（制御信号）を取り扱うＣプレーンの無線インターフェイスのプロ
トコルスタックの構成例を示す図である。
【００２９】
Ｃプレーンの無線インターフェイスのプロトコルスタックは、例えば、図２に示したＳＤ
ＡＰレイヤに代えて、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）レイヤ
及びＮＡＳ（Ｎｏｎ－Ａｃｃｅｓｓ　Ｓｔｒａｔｕｍ）レイヤを有する。
【００３０】
ＵＥ１００のＲＲＣレイヤとノード２００のＲＲＣレイヤとの間では、各種設定のための
ＲＲＣシグナリングが伝送される。ＲＲＣレイヤは、無線ベアラの確立、再確立及び解放
に応じて、論理チャネル、トランスポートチャネル、及び物理チャネルを制御する。ＵＥ
１００のＲＲＣとノード２００のＲＲＣとの間にコネクション（ＲＲＣ接続）がある場
合、ＵＥ１００はＲＲＣコネクティッド状態である。ＵＥ１００のＲＲＣとノード２００
のＲＲＣとの間にコネクション（ＲＲＣ接続）がない場合、ＵＥ１００はＲＲＣアイドル
状態である。ＵＥ１００のＲＲＣとノード２００のＲＲＣとの間のコネクションがサスペ
ンドされている場合、ＵＥ１００はＲＲＣインアクティブ状態である。
【００３１】
ＲＲＣレイヤの上位に位置するＮＡＳレイヤ（単に「ＮＡＳ」とも称する）は、セッショ
ン管理及びモビリティ管理等を行う。ＵＥ１００のＮＡＳレイヤとＣＮ装置３００のＮＡ
Ｓレイヤとの間では、ＮＡＳシグナリングが伝送される。なお、ＵＥ１００は、無線イン
ターフェイスのプロトコル以外にアプリケーションレイヤ等を有する。また、ＮＡＳレイ
ヤよりも下位のレイヤをＡＳレイヤと称する（単に「ＡＳ」とも称する）。
【００３２】
（１．２）テラヘルツ波セルを用いるＣＡ
図４は、実施形態に係るテラヘルツ（ＴＨｚ）波セルを説明するための図である。
【００３３】
実施形態に係る移動通信システムは、６Ｇシステムであってもよい。６Ｇでは、テラヘル
ツ（ＴＨｚ）波を活用することが想定されている。ＴＨｚ波で運用されるセルをＴＨｚ波
セルと称する。ＴＨｚ波は、ミリ波（ｍｍＷ）と比較して、更に直進性が強く、自由空間
損失が高く、大気・降雨の影響を受け易い。そのため、ＴＨｚ波セルは、超小型のセルで
あり得る。
【００３４】
図示の例では、ＴＨｚ波セルのカバレッジエリアの直径が１０［ｍ］程度であり、ｍｍＷ
で運用されるｍｍＷセルのカバレッジエリアの直径が１００［ｍ］程度であり、マクロセ
ルのカバレッジエリアの直径が１０００［ｍ］程度である。このような想定下で、例えば
６０［ｋｍ／ｓ］で移動するＵＥ１００は、各ＴＨｚ波セルのカバレッジエリアを約５９
９［ｍｓ］で通過する。
【００３５】
小型のセルを移動通信システムで安定的に制御する方法の１つとして、キャリアアグリ
ゲーション（ＣＡ）がある。実施形態では、ＴＨｚ波セルをＣＡのセカンダリセル（ＳＣ
ｅｌｌ）として用いることを想定する。なお、ＣＡのプライマリセル（ＰＣｅｌｌ）がマ
クロセルであることを想定するが、ＰＣｅｌｌがｍｍＷセルであってもよい。
【００３６】
図５は、実施形態に係るキャリアアグリゲーション（ＣＡ）を説明するための図である。
【００３７】
ＲＲＣコネクティッド状態のＵＥ１００は、ノード２００によりＣＡが設定され得る。Ｃ
Ａでは、複数のサービングセルに対応する複数のコンポーネントキャリア（ＣＣ）が集約
され、ＵＥは、複数のＣＣ（複数のセル）で同時に受信又は送信を行うことができる。当
該複数のＣＣは、周波数方向に連続していてもよいし、非連続であってもよい。１つの
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サービングセルはプライマリセル（ＰＣｅｌｌ）と称され、ＰＣｅｌｌと共に１つ又は複
数のセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ）をＵＥに設定することにより、サービングセルのセッ
トが形成される。ＣＡが設定されている場合、ＵＥ１００には、ネットワーク１とのＲＲ
Ｃ接続が１つ存在する。ＳＣｅｌｌの追加及び削除は、ＲＲＣシグナリングによって実行
できる。ＳＣｅｌｌのアクティブ化及び非アクティブ化は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）
制御要素（ＣＥ）によって実行できる。
【００３８】
移動通信システムは、ＣＡが設定されているときにＵＥ１００の消費電力を削減可能にす
るために、セルのアクティブ化及び非アクティブ化をサポートする。ＳＣｅｌｌが非アク
ティブ状態である場合、ＵＥ１００は、当該ＳＣｅｌｌでＰＤＣＣＨ又は物理下りリンク
共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を受信する必要がなく、当該ＳＣｅｌｌで上りリンク送信が
できない。ＵＥ１００は、非アクティブ状態のＳＣｅｌｌについてチャネル品質指標（Ｃ
ＱＩ）測定を実行する必要もない。一方、ＳＣｅｌｌがアクティブ状態である場合、ＵＥ
１００は、当該ＳＣｅｌｌでＰＤＳＣＨ及びＰＤＣＣＨを受信する。ＵＥ１００は、アク
ティブ状態のＳＣｅｌｌについてＣＱＩ測定を実行できる。
【００３９】
なお、ノード２００は、サービングセルのセットを再設定するときに、セットに追加され
たＳＣｅｌｌを、最初にアクティブ化又は非アクティブ化し、セットに残っている（変更
されていないか又は再設定されている）ＳＣｅｌｌは、アクティブ化状態（アクティブ化
又は非アクティブ化）を変更しない。
【００４０】
図６は、ＳＣｅｌｌの追加及びアクティブ化の一般的なプロシージャを示す図である。
【００４１】
ステップＳ１１において、ＵＥ１００は、各セルの無線品質の測定結果を含む測定報告
（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ）メッセージを例えばＰＣｅｌｌ上でノード２
００に送信する。無線品質とは、例えばＲＳＲＰ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　
Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）、ＲＳＲＱ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅ
ｃｅｉｖｅｄ　Ｑｕａｌｉｔｙ）、及びＳＩＮＲ（Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｉｎｔｅｒｆｅ
ｒｅｎｃｅ　＆　Ｎｏｉｓｅ　Ｒａｔｉｏ）のうち少なくとも１つである。Ｍｅａｓｕｒ
ｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッセージは、ＲＲＣレイヤで送受信されるＲＲＣメッセージ
である。Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッセージの送信は、周期的に行われて
もよいし、イベントトリガで行われてもよい。ノード２００は、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
　Ｒｅｐｏｒｔメッセージを受信する。
【００４２】
ステップＳ１２において、ノード２００は、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッ
セージに基づいて、ＵＥ１００にＳＣｅｌｌを設定（追加）することを決定し、ＵＥ１０
０にＳＣｅｌｌを追加するためのＲＲＣ再設定（ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎ）メッセージを例えばＰＣｅｌｌ上でＵＥ１００に送信する。ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、ＲＲＣレイヤで送受信される。ＵＥ１００は、ＲＲＣ　
Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受信する。
【００４３】
ステップＳ１３において、ＵＥ１００は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッ
セージに基づくＳＣｅｌｌの追加が完了したことを示すＲＲＣ再設定完了（ＲＲＣ　Ｒｅ
ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ）メッセージを例えばＰＣｅｌｌ上で
ノード２００に送信する。ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅ
メッセージは、ＲＲＣレイヤで送受信される。ノード２００は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージを受信する。この段階では、追加された
ＳＣｅｌｌは非アクティブ状態である。
【００４４】
ステップＳ１４において、ノード２００は、ＵＥ１００に追加したＳＣｅｌｌをアクティ
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ブ化するためのＭＡＣ　ＣＥを例えばＰＣｅｌｌ上でＵＥ１００に送信する。ＭＡＣ　Ｃ
Ｅは、ＭＡＣレイヤで送受信される。ＵＥ１００は、ＭＡＣ　ＣＥを受信すると、ＳＣｅ
ｌｌのアクティブ化を開始する。ＳＣｅｌｌのアクティブ化を開始すると、ＵＥ１００
は、ＳＣｅｌｌの参照信号を受信し、チャネル状態情報（ＣＳＩ）測定、自動ゲイン制御
（ＡＧＣ）、及びビーム管理を行い、通信の準備をする。
【００４５】
ステップＳ１５において、ＵＥ１００は、ＭＡＣ　ＣＥについて受信成功を示すＨＡＲＱ
　ＡＣＫを例えばＰＣｅｌｌのＰＵＣＣＨ上でノード２００に送信する。ノード２００
は、ＨＡＲＱ　ＡＣＫを受信する。
【００４６】
ステップＳ１６において、ＵＥ１００及びノード２００は、ＵＥ１００においてＳＣｅｌ
ｌがアクティブ状態になると、ＳＣｅｌｌを用いた無線通信を開始する。
【００４７】
このようなプロシージャによれば、ＳＣｅｌｌの無線品質が通信可能な状態になってか
ら、ＵＥ１００がＳＣｅｌｌを使用可能となるまでに、例えば３５［ｍｓ］程度の時間を
要する。ＳＣｅｌｌがＴＨｚ波セルである場合、ＳＣｅｌｌのカバレッジエリアは遮蔽な
どの影響でさらに狭くなるため、ＳＣｅｌｌを利用可能な時間は短い。そのため、図６の
プロシージャでは、ＳＣｅｌｌのアクティブ化が完了するまでに長時間を要するため、実
際にＳＣｅｌｌ上でデータを送受信できる時間が短くなるという課題がある。
【００４８】
ここで、ＳＣｅｌｌのアクティブ化を高速化可能な技術として、３ＧＰＰ規格のリリース
１７までに次のような拡張機能が導入されている。
【００４９】
第１の拡張機能として、直接的なＳＣｅｌｌアクティブ化がある。直接的なＳＣｅｌｌア
クティブ化では、ノード２００は、ＲＲＣメッセージを用いてＳＣｅｌｌをＵＥ１００に
追加する際に、ＳＣｅｌｌの初期状態としてアクティブ状態を指定できる。これにより、
図６のＳＣｅｌｌアクティブ化のＭＡＣ　ＣＥの送受信が不要になり、ＳＣｅｌｌのアク
ティブ化を高速化できる。
【００５０】
第２の拡張機能として、ドーマントＢＷＰと称される技術がある。ノード２００は、ドー
マント状態の帯域幅部分（ＢＷＰ）をＳＣｅｌｌ用に設定できる。アクティブ化されたＳ
ＣｅｌｌのアクティブＢＷＰがドーマント状態のＢＷＰである場合、ＵＥ１００は、ＳＣ
ｅｌｌでのＰＤＣＣＨ監視及びサウンディング参照信号（ＳＲＳ）／ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣ
ＣＨ送信を停止するが、ＣＳＩ測定、ＡＧＣ、及びビーム管理の実行を継続する。ＳＣｅ
ｌｌについてドーマントＢＷＰへの移行（ｅｎｔｅｒｉｎｇ）及び離脱（ｌｅａｖｉｎ
ｇ）を制御するために、ＰＤＣＣＨ／下りリンク制御情報（ＤＣＩ）が用いられる。な
お、ドーマント状態のＢＷＰは、デディケイテッドＲＲＣシグナリングを介してネット
ワーク１が設定したＵＥ１００のデディケイテッドＢＷＰの１つである。ドーマントＢＷ
Ｐを用いる例については第２実施形態で説明する。
【００５１】
第３の拡張機能として、高速ＳＣｅｌｌアクティブ化のためのトラッキング（同期）用の
非周期的なＣＳＩ－ＲＳをＳＣｅｌｌに設定する方法がある。このような非周期的なＣＳ
Ｉ－ＲＳにより、ＡＧＣ及び時間／周波数同期を支援できる。ＭＡＣ　ＣＥは、ＳＣｅｌ
ｌのアクティブ化をトリガ（開始）し、非アクティブ化されたＳＣｅｌｌについて非周期
的なＣＳＩ－ＲＳをトリガするために用いられる。
【００５２】
しかしながら、これらの拡張機能には、ＳＣｅｌｌのアクティブ化をさらに高速化する点
で改善の余地がある。なお、ＳＣｅｌｌの無線品質が所定品質を満たす前から、予めＳＣ
ｅｌｌをアクティブ状態に維持しておくことで、アクティブ化に関する遅延を無くすこと
が可能ではあるが、ＵＥ１００の消費電力が増大する問題がある。そのため、ＳＣｅｌｌ
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の無線品質が所定品質を満たしていない場合はＳＣｅｌｌを非アクティブ化し、ＳＣｅｌ
ｌの無線品質が所定品質を満たしたら速やかにＳＣｅｌｌをアクティブ化できる方法が望
ましい。
【００５３】
（１．３）ユーザ装置の構成例
図７は、実施形態に係るＵＥ１００（ユーザ装置）の構成例を示す図である。
【００５４】
ＵＥ１００は、受信部１１０、送信部１２０、及び制御部１３０を有する。受信部１１０
及び送信部１２０は、ノード２００との無線通信を行う無線通信部１４０を構成する。
【００５５】
受信部１１０は、制御部１３０の制御下で各種の受信を行う。受信部１１０は、アンテナ
及び受信機を含む。受信機は、アンテナが受信する無線信号をベースバンド信号（受信信
号）に変換して制御部１３０に出力する。送信部１２０は、制御部１３０の制御下で各種
の送信を行う。送信部１２０は、アンテナ及び送信機を含む。送信機は、制御部１３０が
出力するベースバンド信号（送信信号）を無線信号に変換してアンテナから送信する。
【００５６】
制御部１３０は、ＵＥ１００における各種の制御及び処理を行う。上述及び後述のＵＥ１
００の動作は、制御部２３０の制御による動作であってもよい。制御部１３０は、少なく
とも１つのプロセッサ及び少なくとも１つのメモリを含む。メモリは、プロセッサにより
実行されるプログラム、及びプロセッサによる処理に用いられる情報を記憶する。プロ
セッサは、ベースバンドプロセッサと、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ
　Ｕｎｉｔ）とを含んでもよい。ベースバンドプロセッサは、ベースバンド信号の変調・
復調及び符号化・復号等を行う。ＣＰＵは、メモリに記憶されるプログラムを実行して各
種の処理を行う。
【００５７】
このように構成されたＵＥ１００は、ＣＡを用いてノード２００との無線通信を行う。受
信部１１０は、ＵＥ１００に設定されたＳＣｅｌｌについてＵＥ１００がアクティブ化処
理を実行するために満たされるべき無線品質条件を示す情報をノード２００から受信す
る。制御部１３０は、ＳＣｅｌｌについて無線品質を測定するとともに、当該無線品質条
件が満たされたか否かを評価する。制御部１３０は、当該無線品質条件が満たされたこと
に応じて、ＳＣｅｌｌについてアクティブ化処理を実行する。
【００５８】
これにより、ＵＥ１００は、ＳＣｅｌｌについて無線品質が無線品質条件（所定品質）を
満たしたときに、ＳＣｅｌｌについてアクティブ化処理を自律的に行うことができる。一
方、従来の技術では、ノード２００は、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッセー
ジに基づいて、ＳＣｅｌｌについて無線品質が無線品質条件（所定品質）を満たしたこと
を認識し、ＳＣｅｌｌのアクティブ化及び／又はドーマントＢＷＰの非ドーマント状態へ
の切り替え（ドーマント離脱）をＵＥ１００に指示する必要がある。
【００５９】
実施形態では、無線品質条件がＵＥ１００に設定され、無線品質条件を満たしたか否かを
ＵＥ１００側で判断できるため、ノード２００に対してＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐ
ｏｒｔメッセージを送信することなく、ＳＣｅｌｌについてアクティブ化処理をＵＥ１０
０が自律的に行うことができる。よって、ＳＣｅｌｌのアクティブ化をさらに高速化する
ことが可能である。
【００６０】
第１実施形態では、アクティブ化処理は、非アクティブ状態にあるＳＣｅｌｌをアクティ
ブ状態に遷移させる処理を含む。アクティブ化処理は、ＳＣｅｌｌにおいてドーマント状
態にあるＢＷＰについてドーマント状態から離脱する処理を含んでもよい。ドーマントＢ
ＷＰを用いる例については第２実施形態で説明する。
【００６１】
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実施形態では、送信部１２０は、無線品質条件が満たされたことに応じて、アクティブ化
処理に関する通知をノード２００に送信する。これにより、ノード２００は、当該通知に
基づいて、ＵＥ１００がアクティブ化処理を行うことを把握できる。そのため、アクティ
ブ化されたＳＣｅｌｌを用いた無線通信を円滑に開始できる。
【００６２】
実施形態では、送信部１２０は、アクティブ化処理に関する通知をＰＣｅｌｌ上でノード
２００に送信する。これにより、ＳＣｅｌｌのアクティブ化が完了する前に、当該通知を
ノード２００に送信できる。そのため、アクティブ化されたＳＣｅｌｌを用いた無線通信
を円滑且つ速やかに開始できる。
【００６３】
（１．４）ノードの構成例
図８は、実施形態に係るノード２００（基地局）の構成例を示す図である。
【００６４】
ノード２００は、送信部２１０、受信部２２０、制御部２３０、及びＮＷ通信部２４０を
有する。送信部２１０及び受信部２２０は、ＵＥ１００との無線通信を行う無線通信部２
５０を構成する。
【００６５】
送信部２１０は、制御部２３０の制御下で各種の送信を行う。送信部２１０は、アンテナ
及び送信機を含む。送信機は、制御部２３０が出力するベースバンド信号（送信信号）を
無線信号に変換してアンテナから送信する。受信部２２０は、制御部２３０の制御下で各
種の受信を行う。受信部２２０は、アンテナ及び受信機を含む。受信機は、アンテナが受
信する無線信号をベースバンド信号（受信信号）に変換して制御部２３０に出力する。
【００６６】
制御部２３０は、ノード２００における各種の制御及び処理を行う。上述及び後述のノー
ド２００の動作は、制御部２３０の制御による動作であってもよい。制御部２３０は、少
なくとも１つのプロセッサ及び少なくとも１つのメモリを含む。メモリは、プロセッサに
より実行されるプログラム、及びプロセッサによる処理に用いられる情報を記憶する。プ
ロセッサは、ベースバンドプロセッサと、ＣＰＵとを含んでもよい。ベースバンドプロ
セッサは、ベースバンド信号の変調・復調及び符号化・復号等を行う。ＣＰＵは、メモリ
に記憶されるプログラムを実行して各種の処理を行う。
【００６７】
ＮＷ通信部２４０は、ノード間インターフェイスを介して隣接ノードと接続される。ＮＷ
通信部２４０は、ノード－ＣＮ間のインターフェイスを介してＣＮ装置３００と接続され
る。
【００６８】
このように構成されたノード２００は、ＣＡを用いてＵＥ１００との無線通信を行う。制
御部２３０は、ＵＥ１００にＳＣｅｌｌを設定する。送信部２１０は、ＳＣｅｌｌについ
てＵＥ１００がアクティブ化処理を実行するために満たされるべき無線品質条件を示す情
報をＵＥ１００に送信する。これにより、ＵＥ１００は、ＳＣｅｌｌについて無線品質が
無線品質条件（所定品質）を満たしたときに、ＳＣｅｌｌについてアクティブ化処理を自
律的に行うことができる。
【００６９】
実施形態では、受信部２２０は、ＵＥ１００において無線品質条件が満たされたことに応
じて、アクティブ化処理に関する通知をＵＥ１００から受信する。例えば、受信部２２０
は、当該通知をＰＣｅｌｌ上でＵＥ１００から受信する。
【００７０】
（１．５）システム動作例
図９は、第１実施形態に係るシステム動作例を示す図である。図９において、必須ではな
いステップを破線で示している。また、図６と同様な動作については重複する説明を省略
する。
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【００７１】
ステップＳ１０１において、ＵＥ１００の受信部１１０が各セルから参照信号を受信し、
ＵＥ１００の制御部１３０が参照信号に基づいて無線品質を測定し、ＵＥ１００の送信部
１２０が測定結果を含むＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッセージを例えばＰＣ
ｅｌｌ上でノード２００に送信する。ここでは、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ
メッセージは、ＴＨｚ波セルの測定結果を含むものとする。ノード２００の受信部２２０
は、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッセージを受信する。
【００７２】
ステップＳ１０２において、ノード２００の制御部２３０がＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎメッセージを生成し、ノード２００の送信部２１０がＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを例えばＰＣｅｌｌ上でＵＥ１００に送信する。ＵＥ１０
０の受信部１１０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受信する。
【００７３】
ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、ＳＣｅｌｌを追加するための設
定情報と、条件付きＳＣｅｌｌアクティブ化のための設定情報と、を含む。ＳＣｅｌｌを
追加するための設定情報は、追加又は変更するＳＣｅｌｌのリストであるｓＣｅｌｌＴｏ
ＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔであってもよい。ｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔは、ＳＣｅ
ｌｌ設定（ＳＣｅｌｌＣｏｎｆｉｇ）をエントリとして有するリストである。各ＳＣｅｌ
ｌ設定（ＳＣｅｌｌＣｏｎｆｉｇ）は、対応するＳＣｅｌｌのインデックス（ｓＣｅｌｌ
Ｉｎｄｅｘ）と、対応するＳＣｅｌｌの設定（ｓＣｅｌｌＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ及び
ｓＣｅｌｌＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ）と、を含む。
【００７４】
条件付きＳＣｅｌｌアクティブ化のための設定情報は、ＳＣｅｌｌ設定（ＳＣｅｌｌＣｏ
ｎｆｉｇ）に含まれていてもよい。条件付きＳＣｅｌｌアクティブ化のための設定情報
は、対応するＳＣｅｌｌをＵＥ１００がアクティブ化するために満たされるべき無線品質
条件を示す情報を含む。無線品質条件を示す情報は、ＲＳＲＰ閾値、ＲＳＲＱ閾値、及び
ＳＩＮＲ閾値のうち少なくとも１つの無線品質閾値を含んでもよい。
【００７５】
第１実施形態では、ＵＥ１００に追加されたＳＣｅｌｌの初期状態は非アクティブ状態で
ある。ＵＥ１００の制御部１３０は、条件付きＳＣｅｌｌアクティブ化のための設定情報
に基づいて、ＳＣｅｌｌに対する無線品質測定を開始する。
【００７６】
ステップＳ１０３において、ＵＥ１００の制御部１３０がＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージを生成し、ＵＥ１００の送信部２１０がＲＲＣ
　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージを例えばＰＣｅｌｌ上
でノード２００に送信する。ノード２００の受信部２２０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージを受信する。
【００７７】
ステップＳ１０４において、ＵＥ１００の受信部１１０がＳＣｅｌｌの参照信号を受信
し、ＵＥ１００の制御部１３０が参照信号に基づいて無線品質を測定する。ＳＣｅｌｌの
参照信号は、ＳＣｅｌｌで送信されるＳＳＢ（ＳＳ／ＰＢＣＨ　Ｂｌｏｃｋ）に含まれる
復調参照信号（ＤＭＲＳ）であってもよいし、ＣＳＩ－ＲＳの一種であるＴＲＳ（Ｔｒａ
ｃｋｉｎｇ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）であってもよい。
【００７８】
ステップＳ１０５において、ＵＥ１００の制御部１３０は、ステップＳ１０２で設定され
た無線品質条件が満たされたか否かを判定する。具体的には、ＵＥ１００の制御部１３０
は、ステップＳ１０４の測定結果（ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、及び／又はＳＩＮＲ）をステッ
プＳ１０２で設定された無線品質閾値と比較し、測定結果が無線品質閾値を上回ると、無
線品質条件が満たされたと判定する。無線品質条件が満たされていないと判定した場合
（ステップＳ１０５：ＮＯ）、ステップＳ１０４に処理が戻る。
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【００７９】
一方、無線品質条件が満たされたと判定した場合（ステップＳ１０５：ＹＥＳ）、ステッ
プＳ１０６において、ＵＥ１００の制御部１３０は、ＳＣｅｌｌのアクティブ化を開始す
る。ＵＥ１００の制御部１３０は、ＳＣｅｌｌとの時間／周波数同期を確立するための制
御を行ってもよい。例えば、ＵＥ１００の受信部１１０がＳＣｅｌｌのＳＳＢ又はＴＲＳ
を受信し、ＵＥ１００の制御部１３０がＳＳＢ又はＴＲＳを用いて時間／周波数同期を確
立する。また、ＵＥ１００の制御部１３０は、ＳＣｅｌｌについて、ＣＳＩ測定、ＡＧ
Ｃ、及びビーム管理を行ってもよい。
【００８０】
なお、ステップＳ１０４及びＳ１０６において、ノード２００が事前にＵＥ１００に設定
したタイミング（機会）においてノード２００がＳＣｅｌｌ上でＴＲＳを送信し、ＵＥ１
００が当該タイミングでウェイクアップしてＴＲＳを受信してもよい。当該タイミング
（機会）の情報は、ステップＳ１０２のＲＲＣ設定に含まれていてもよい。
【００８１】
ステップＳ１０７において、ＵＥ１００の制御部１３０がＳＣｅｌｌアクティブ化通知の
送信をトリガし、ＵＥ１００の送信部１２０がＳＣｅｌｌアクティブ化通知をＰＣｅｌｌ
上でノード２００に送信する。ノード２００の受信部２２０は、ＳＣｅｌｌアクティブ化
通知を受信する。
【００８２】
ＳＣｅｌｌアクティブ化通知は、新たに導入されるＭＡＣ　ＣＥであってもよい。ＳＣｅ
ｌｌアクティブ化通知は、アクティブ化したＳＣｅｌｌのインデックス値（セルＩＤでも
よい）を含む。但し、ＳＣｅｌｌアクティブ化通知は、ＰＵＣＣＨで送信するＵＣＩに含
まれる通知であってもよいし、ＰＤＣＰ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＰＤＵであってもよいし、Ｒ
ＲＣメッセージに含まれる通知であってもよい。
【００８３】
ＳＣｅｌｌアクティブ化通知の送信に先立ち、ＰＨＹレイヤ及びＭＡＣレイヤで次の処理
が行われてもよい。具体的には、ＵＥ１００からノード２００に対してＳＲ（Ｓｃｈｅｄ
ｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を送信し、ノード２００からＵＥ１００に対してＢＳＲ
（Ｂｕｆｆｅｒ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔ）用のＵＬ　ｇｒａｎｔを送信し、ＵＥ１
００からノード２００に対してＢＳＲを送信し、ノード２００からＵＥ１００に対してＰ
ＵＳＣＨ送信用のＵＬ　ｇｒａｎｔを送信する。そして、ＵＥ１００は、ＰＵＳＣＨ送信
用のＵＬ　ｇｒａｎｔに基づいてＳＣｅｌｌアクティブ化通知を送信する。
【００８４】
なお、ＵＥ１００がＳＣｅｌｌアクティブ化通知をＰＣｅｌｌ上でノード２００に送信す
る一例について説明したが、ＳＣｅｌｌのアクティブ化が完了していれば、ＳＣｅｌｌア
クティブ化通知をＳＣｅｌｌ上でノード２００に送信してもよい。ＳＣｅｌｌアクティブ
化通知は、アクティブ化したＳＣｅｌｌのインデックスを含んでもよい。当該インデック
スは、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎで設定されたＳＣｅｌｌ設定のリストの
各エントリを参照していてもよい。インデックスに代えて、アクティブ化したＳＣｅｌｌ
のセルＩＤを通知してもよい。もしくは、ビットマップ状の通知において、各ビット位置
が各ＳＣｅｌｌに紐づいていてもよく、各ビット（０／１）がアクティブ化したか否かを
示してもよい。
【００８５】
ステップＳ１０８において、ノード２００の送信部２１０は、ＳＣｅｌｌアクティブ化通
知の受信成功を示すＨＡＲＱ　ＡＣＫをＰＣｅｌｌのＰＤＣＣＨ上でＵＥ１００に送信す
る。ＵＥ１００の受信部１１０は、ＨＡＲＱ　ＡＣＫを受信する。なお、ＳＣｅｌｌアク
ティブ化通知がＵＣＩである場合、ステップＳ１０８は行わなくてもよい。
【００８６】
ノード２００は、ステップＳ１０７でＳＣｅｌｌアクティブ化通知を受信したことに応じ
て、ＵＥ１００のＳＣｅｌｌが使用可能になったことを認識する。ステップＳ１０９にお
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いて、ノード２００は、アクティブ化されたＳＣｅｌｌ上で、ＵＥ１００に対するＤＬ送
信及び／又はＵＬグラントを行い、ＳＣｅｌｌ上での無線通信（データ通信）を開始す
る。
【００８７】
（２）第２実施形態
図１０及び図１２を参照して、第２実施形態について、第１実施形態との相違点を主とし
て説明する。
【００８８】
（２．１）ＢＷＰ
図１０は、ＢＷＰについて説明するための図である。
【００８９】
帯域幅適応（ＢＡ）により、ＵＥ１００の送受信帯域幅をセルの帯域幅ほど大きくする必
要はなく、調整できる。セル帯域幅の一部はＢＷＰと称される。ＢＡでは、ノード２００
は、セル内で１つ又は複数のＢＷＰをＵＥ１００に設定し、設定されたＢＷＰのどれが現
在アクティブであるかをＵＥ１００に通知する。ＢＷＰには、イニシャルアクセスに用い
られるイニシャルＢＷＰと、ＵＥ１００に個別に設定されるデディケイテッドＢＷＰとが
ある。各ＢＷＰの帯域幅及びサブキャリア間隔は可変設定可能である。
【００９０】
図示の例では、３つの異なるＢＷＰがＵＥ１００に設定され、これらのＢＷＰの間でアク
ティブＢＷＰを切り替える一例を示している。ＢＷＰ１ は幅が４０［ＭＨｚ］でサブキャ
リア間隔が１５［ｋＨｚ］であり、ＢＷＰ２ は幅が１０ＭＨｚでサブキャリア間隔が１５
ｋＨｚであり、ＢＷＰ３ は幅が２０ＭＨｚでサブキャリア間隔が６０ｋＨｚである。
【００９１】
ＵＬ及びＤＬのそれぞれにおいて、アクティブ状態のＢＷＰは１つのみであり、残りは非
アクティブ状態である。非アクティブ状態のＢＷＰでは、ＵＥ１００は、ＰＤＣＣＨを監
視せず、ＰＵＣＣＨ、ＰＲＡＣＨ、及びＵＬ－ＳＣＨの送信を行わない。
【００９２】
ＣＡの場合、ノード２００は、ドーマント状態のＢＷＰ（ドーマントＢＷＰ）をＳＣｅｌ
ｌ用に設定できる。アクティブ化されたＳＣｅｌｌのアクティブＢＷＰがドーマント状態
のＢＷＰである場合、ＵＥ１００は、当該ＳＣｅｌｌでのＰＤＣＣＨ監視及びＳＲＳ／Ｐ
ＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ送信を停止するが、ＣＳＩ測定、ＡＧＣ、及びビーム管理の実行を
継続する。ＳＣｅｌｌについてドーマントＢＷＰの開始（ｅｎｔｅｒｉｎｇ）及び離脱
（ｌｅａｖｉｎｇ）を制御するために、ＰＤＣＣＨ／ＤＣＩが用いられる。なお、ドーマ
ント状態のＢＷＰは、デディケイテッドＲＲＣシグナリングを介してノード２００が設定
したＵＥ１００のデディケイテッドＢＷＰの１つである。
【００９３】
（２．２）システム動作例
第２実施形態に係るＵＥ１００は、第１実施形態と同様に、ＣＡを用いてノード２００と
の無線通信を行う。受信部１１０は、ＵＥ１００に設定されたＳＣｅｌｌについてＵＥ１
００がアクティブ化処理を実行するために満たされるべき無線品質条件を示す情報をノー
ド２００から受信する。制御部１３０は、ＳＣｅｌｌについて無線品質を測定するととも
に、当該無線品質条件が満たされたか否かを評価する。制御部１３０は、当該無線品質条
件が満たされたことに応じて、ＳＣｅｌｌについてアクティブ化処理を実行する。第２実
施形態では、アクティブ化処理は、ＳＣｅｌｌにおいてドーマント状態にあるＢＷＰを非
ドーマント状態へ切り替えるドーマント離脱処理を含む。
【００９４】
第２実施形態によれば、ＵＥ１００の制御部１３０は、ノード２００により設定された無
線品質条件が満たされたことに応じて、アクティブ状態のＳＣｅｌｌについて、ドーマン
ト状態にあるＢＷＰについてドーマント状態から離脱する。これにより、ノード２００に
対するＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッセージの送信及びドーマントＢＷＰの
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離脱を示すＤＣＩの受信を行うことなく、ドーマント状態にあるＢＷＰについてドーマン
ト状態から離脱することができる。
【００９５】
図１１は、第２実施形態に係るシステム動作例を示す図である。図１１において、必須で
はないステップを破線で示している。また、上述の第１実施形態と同様な動作については
重複する説明を省略する。
【００９６】
ステップＳ２０１において、ＵＥ１００の受信部１１０が各セルから参照信号を受信し、
ＵＥ１００の制御部１３０が参照信号に基づいて無線品質を測定し、ＵＥ１００の送信部
１２０が測定結果を含むＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッセージを例えばＰＣ
ｅｌｌ上でノード２００に送信する。ここでは、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔ
メッセージは、ＴＨｚ波セルの測定結果を含むものとする。ノード２００の受信部２２０
は、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッセージを受信する。
【００９７】
ステップＳ２０２において、ノード２００の制御部２３０がＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎメッセージを生成し、ノード２００の送信部２１０がＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを例えばＰＣｅｌｌ上でＵＥ１００に送信する。ＵＥ１０
０の受信部１１０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受信する。
【００９８】
ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、ＳＣｅｌｌを追加するための設
定情報と、当該ＳＣｅｌｌの初期状態としてアクティブ状態を指定するための設定情報
と、当該ＳＣｅｌｌについてＢＷＰ（デディケイテッドＢＷＰ）を設定するための設定情
報と、当該ＢＷＰをドーマント状態に設定するための設定情報と、条件付きドーマントＢ
ＷＰ離脱のための設定情報と、を含む。ＳＣｅｌｌを追加するための設定情報は、追加又
は変更するＳＣｅｌｌのリストであるｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔであってもよ
い。ｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔは、ＳＣｅｌｌ設定（ＳＣｅｌｌＣｏｎｆｉ
ｇ）をエントリとして有するリストである。各ＳＣｅｌｌ設定（ＳＣｅｌｌＣｏｎｆｉ
ｇ）は、対応するＳＣｅｌｌのインデックス（ｓＣｅｌｌＩｎｄｅｘ）と、対応するＳＣ
ｅｌｌの設定（ｓＣｅｌｌＣｏｎｆｉｇＣｏｍｍｏｎ及びｓＣｅｌｌＣｏｎｆｉｇＤｅｄ
ｉｃａｔｅｄ）と、を含む。
【００９９】
ＳＣｅｌｌの初期状態としてアクティブ状態を指定するための設定情報、当該ＳＣｅｌｌ
についてＢＷＰ（デディケイテッドＢＷＰ）を設定するための設定情報、当該ＢＷＰを
ドーマント状態に設定するための設定情報、及び条件付きドーマントＢＷＰ離脱のための
設定情報は、ＳＣｅｌｌ設定（ＳＣｅｌｌＣｏｎｆｉｇ）に含まれていてもよい。
【０１００】
条件付きドーマントＢＷＰ離脱のための設定情報は、対応するアクティブ状態のＳＣｅｌ
ｌのアクティブＢＷＰがドーマントＢＷＰである場合において当該ＢＷＰのドーマント状
態を終了（離脱）するために満たされるべき無線品質条件を示す情報を含む。無線品質条
件を示す情報は、ＲＳＲＰ閾値、ＲＳＲＱ閾値、及びＳＩＮＲ閾値のうち少なくとも１つ
の無線品質閾値を含んでもよい。
【０１０１】
第２実施形態では、ＵＥ１００に追加されたＳＣｅｌｌのアクティブＢＷＰの初期状態は
ドーマント状態である。ＵＥ１００の制御部１３０は、条件付きドーマントＢＷＰ離脱の
ための設定情報に基づいて、ＳＣｅｌｌに対する無線品質測定を開始する。
【０１０２】
ステップＳ２０３において、ＵＥ１００の制御部１３０がＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージを生成し、ＵＥ１００の送信部２１０がＲＲＣ
　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージを例えばＰＣｅｌｌ上
でノード２００に送信する。ノード２００の受信部２２０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇ
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ｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージを受信する。
【０１０３】
ステップＳ２０４において、ＵＥ１００の受信部１１０がＳＣｅｌｌの参照信号を受信
し、ＵＥ１００の制御部１３０が当該参照信号に基づいて無線品質を測定する。ＳＣｅｌ
ｌの参照信号は、ＳＣｅｌｌで送信されるＳＳＢに含まれるＤＭＲＳであってもよいし、
ＴＲＳであってもよい。
【０１０４】
ステップＳ２０５において、ＵＥ１００の制御部１３０は、ステップＳ２０２で設定され
た無線品質条件が満たされたか否かを判定する。具体的には、ＵＥ１００の制御部１３０
は、ステップＳ２０４の測定結果（ＲＳＲＰ、ＲＳＲＱ、及び／又はＳＩＮＲ）をステッ
プＳ２０２で設定された無線品質閾値と比較し、測定結果が無線品質閾値を上回ると、無
線品質条件が満たされたと判定する。無線品質条件が満たされていないと判定した場合
（ステップＳ２０５：ＮＯ）、ステップＳ２０４に処理が戻る。
【０１０５】
一方、無線品質条件が満たされたと判定した場合（ステップＳ２０５：ＹＥＳ）、ステッ
プＳ２０６において、ＵＥ１００の制御部１３０は、ＳＣｅｌｌのドーマントＢＷＰを終
了（離脱）する（すなわち、非ドーマント状態に切り替える）。
【０１０６】
なお、ステップＳ２０４及びＳ２０６において、ノード２００が事前にＵＥ１００に設定
したタイミング（機会）においてノード２００がＳＣｅｌｌ上でＴＲＳを送信し、ＵＥ１
００が当該タイミングでウェイクアップしてＴＲＳを受信してもよい。当該タイミング
（機会）の情報は、ステップＳ２０２のＲＲＣ設定に含まれていてもよい。
【０１０７】
ステップＳ２０７において、ＵＥ１００の制御部１３０がＳＣｅｌｌ　ＢＷＰドーマント
離脱通知の送信をトリガし、ＵＥ１００の送信部１２０がＳＣｅｌｌ　ＢＷＰドーマント
離脱通知をＰＣｅｌｌ上でノード２００に送信する。ノード２００の受信部２２０は、Ｓ
Ｃｅｌｌ　ＢＷＰドーマント離脱通知を受信する。
【０１０８】
ＳＣｅｌｌ　ＢＷＰドーマント離脱通知は、新たに導入されるＭＡＣ　ＣＥであってもよ
い。ＳＣｅｌｌ　ＢＷＰドーマント離脱通知は、ドーマントＢＷＰを終了したＳＣｅｌｌ
のインデックス値（セルＩＤでもよい）及び／又は当該ＢＷＰのＢＷＰ　ＩＤを含む。但
し、ＳＣｅｌｌ　ＢＷＰドーマント離脱通知は、ＰＵＣＣＨで送信するＵＣＩに含まれる
通知であってもよいし、ＰＤＣＰ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　ＰＤＵであってもよいし、ＲＲＣ
メッセージに含まれる通知であってもよい。
【０１０９】
ＳＣｅｌｌ　ＢＷＰドーマント離脱通知の送信に先立ち、ＰＨＹレイヤ及びＭＡＣレイヤ
で次の処理が行われてもよい。具体的には、ＵＥ１００からノード２００に対してＳＲ
（Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）を送信し、ノード２００からＵＥ１００に対
してＢＳＲ（Ｂｕｆｆｅｒ　Ｓｔａｔｕｓ　Ｒｅｐｏｒｔ）用のＵＬ　ｇｒａｎｔを送信
し、ＵＥ１００からノード２００に対してＢＳＲを送信し、ノード２００からＵＥ１００
に対してＰＵＳＣＨ送信用のＵＬ　ｇｒａｎｔを送信する。そして、ＵＥ１００は、ＰＵ
ＳＣＨ送信用のＵＬ　ｇｒａｎｔに基づいてＳＣｅｌｌ　ＢＷＰドーマント離脱通知を送
信する。
【０１１０】
なお、ＵＥ１００がＳＣｅｌｌ　ＢＷＰドーマント離脱通知をＰＣｅｌｌ上でノード２０
０に送信する一例について説明したが、ＳＣｅｌｌ　ＢＷＰドーマント離脱通知をＳＣｅ
ｌｌ上でノード２００に送信してもよい。
【０１１１】
ステップＳ２０８において、ノード２００の送信部２１０は、ＳＣｅｌｌ　ＢＷＰドーマ
ント離脱通知の受信成功を示すＨＡＲＱ　ＡＣＫをＰＣｅｌｌのＰＤＣＣＨ上でＵＥ１０
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０に送信する。ＵＥ１００の受信部１１０は、ＨＡＲＱ　ＡＣＫを受信する。なお、ＳＣ
ｅｌｌ　ＢＷＰドーマント離脱通知がＵＣＩである場合、ステップＳ２０８は行わなくて
もよい。
【０１１２】
ノード２００は、ステップＳ２０７でＳＣｅｌｌ　ＢＷＰドーマント離脱通知を受信した
ことに応じて、ＵＥ１００のＳＣｅｌｌのアクティブＢＷＰが使用可能になったことを認
識する。ステップＳ２０９において、ノード２００は、ＳＣｅｌｌのアクティブＢＷＰ上
で、ＵＥ１００に対するＤＬ送信及び／又はＵＬグラントを行い、ＳＣｅｌｌのアクティ
ブＢＷＰ上での無線通信（データ通信）を開始する。
【０１１３】
（３）第３実施形態
図１２を参照して、第３実施形態について、上述の実施形態との相違点を主として説明す
る。第３実施形態は、上述の第１実施形態を前提とした実施形態である。但し、第３実施
形態は、上述の第２実施形態を前提とした実施形態であってもよい。
【０１１４】
第３実施形態では、ＵＥ１００の制御部１３０は、ＳＣｅｌｌアクティブ化通知を送信し
たタイミング、又はＳＣｅｌｌアクティブ化通知に対する肯定応答（ＨＡＲＱ　ＡＣＫ）
をノード２００から受信したタイミングから、所定時間以内でＳＣｅｌｌのアクティブ化
を完了させる（すなわち、ＳＣｅｌｌをデータ通信が可能な状態にする）。一方、ノード
２００の制御部２３０は、ＳＣｅｌｌアクティブ化通知を受信したタイミング、又はＳＣ
ｅｌｌアクティブ化通知に対する肯定応答（ＨＡＲＱ　ＡＣＫ）をＵＥ１００に送信した
タイミングから、所定時間以内でアクティブ化処理が完了するとみなす。これにより、
ノード２００は、ＳＣｅｌｌのアクティブ化が完了した後に円滑にＳＣｅｌｌ上でのデー
タ通信を開始できる。
【０１１５】
第３実施形態では、ＵＥ１００の送信部１２０は、ＳＣｅｌｌアクティブ化通知の送信時
に又はＳＣｅｌｌアクティブ化通知の送信よりも前に、所定時間を示す情報をノード２０
０に送信してもよい。ノード２００の受信部２２０は、所定時間を示す情報をＵＥ１００
から受信する。これにより、ノード２００は、ＵＥ１００がＳＣｅｌｌのアクティブ化を
完了するタイミングを適切に把握でき、ＳＣｅｌｌ上でのデータ通信を円滑に開始でき
る。以下において、当該所定時間を「時間オフセット」とも称する。
【０１１６】
図１２は、第３実施形態に係るシステム動作例を示す図である。図１２において、必須で
はないステップを破線で示している。また、上述の第１実施形態と同様な動作については
重複する説明を省略する。
【０１１７】
ステップＳ３０１において、ＵＥ１００の送信部１２０は、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒ
ｅｐｏｒｔメッセージを例えばＰＣｅｌｌ上でノード２００に送信する。ノード２００の
受信部２２０は、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッセージを受信する。
【０１１８】
ステップＳ３０２において、ノード２００の送信部２１０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎメッセージを例えばＰＣｅｌｌ上でＵＥ１００に送信する。ＵＥ１００の
受信部１１０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受信する。
【０１１９】
第３実施形態では、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、上述の第１
実施形態で説明した情報に加えて、ＳＣｅｌｌアクティブ化通知送信時（又は当該通知へ
の肯定応答）からＳＣｅｌｌアクティブ化処理完了までの時間オフセットを設定するため
の設定情報を含んでもよい。時間オフセットは、ミリ秒単位（例えば、Ｘ［ｍｓ］）で
あってもよいし、無線フレーム構成による単位（例えば、Ｘフレーム、Ｘサブフレーム、
Ｘスロット、Ｘ　ＯＦＤＭシンボル）であってもよい。
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【０１２０】
ステップＳ３０３において、ＵＥ１００の送信部２１０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージを例えばＰＣｅｌｌ上でノード２００に送信
する。ノード２００の受信部２２０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏ
ｍｐｌｅｔｅメッセージを受信する。
【０１２１】
ステップＳ３０４において、ＵＥ１００の制御部１３０は、ＳＣｅｌｌの参照信号に基づ
いて無線品質を測定する。
【０１２２】
ステップＳ３０５において、ＵＥ１００の制御部１３０は、ステップＳ３０２で設定され
た無線品質条件が満たされたか否かを判定する。無線品質条件が満たされていないと判定
した場合（ステップＳ３０５：ＮＯ）、ステップＳ３０４に処理が戻る。
【０１２３】
無線品質条件が満たされたと判定した場合（ステップＳ３０５：ＹＥＳ）、ステップＳ３
０６において、ＵＥ１００の制御部１３０は、ＳＣｅｌｌのアクティブ化を開始する。
【０１２４】
ステップＳ３０７において、ＵＥ１００の送信部１２０は、ＳＣｅｌｌアクティブ化通知
をＰＣｅｌｌ上でノード２００に送信する。ノード２００の受信部２２０は、ＳＣｅｌｌ
アクティブ化通知を受信する。
【０１２５】
第３実施形態では、ＳＣｅｌｌアクティブ化通知は、時間オフセットを示す情報を含んで
もよい。ＵＥ１００は、ＳＣｅｌｌアクティブ化通知の送信タイミングにおいて、ＳＣｅ
ｌｌアクティブ化の完了までに後どれくらい時間を要するかを判定し、当該時間を時間オ
フセットとしてノード２００に通知する。
【０１２６】
或いは、ＵＥ１００は、ＵＥ１００の能力に応じて定められる時間オフセットを示す情報
を予めネットワーク１に通知してもよい。例えば、ノード２００は、ＵＥ１００の能力を
問い合せる問い合せメッセージ（ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｅｎｑｕｉｒｙメッセー
ジ）をＵＥ１００に送信する。ＵＥ１００は、ＵＥ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｅｎｑｕｉ
ｒｙメッセージの受信に応じて、時間オフセット情報を含むＵＥ能力情報メッセージ（Ｕ
Ｅ　ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎメッセージ）をノード２００に送信
する。
【０１２７】
ステップＳ３０８において、ノード２００の送信部２１０は、ＳＣｅｌｌアクティブ化通
知の受信成功を示すＨＡＲＱ　ＡＣＫをＰＣｅｌｌのＰＤＣＣＨ上でＵＥ１００に送信す
る。ＵＥ１００の受信部１１０は、ＨＡＲＱ　ＡＣＫを受信する。なお、ＳＣｅｌｌアク
ティブ化通知がＵＣＩである場合、ステップＳ３０８は行わなくてもよい。
【０１２８】
ノード２００は、ＳＣｅｌｌアクティブ化通知を受信したタイミング又はＨＡＲＱ　ＡＣ
Ｋを送信したタイミングから時間オフセット後にＵＥ１００のＳＣｅｌｌが使用可能にな
ると認識する。当該時間オフセットは、ステップＳ３０２で設定した可変の時間オフセッ
トであってもよいし、ステップＳ３０７で通知された可変の時間オフセットであってもよ
いし、技術仕様で予め規定された固定の時間オフセットであってもよい。
【０１２９】
ステップＳ３０９において、ノード２００は、アクティブ化されたＳＣｅｌｌ上で、ＵＥ
１００に対するＤＬ送信及び／又はＵＬグラントを行い、ＳＣｅｌｌ上での無線通信
（データ通信）を開始する。
【０１３０】
（４）第４実施形態
図１３及び図１４を参照して、第４実施形態について、上述の実施形態との相違点を主と
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して説明する。第４実施形態は、上述の第１実施形態を前提とした実施形態である。但
し、第４実施形態は、上述の第２実施形態を前提とした実施形態であってもよい。
【０１３１】
上述の実施形態では、ＵＥ１００は、ＳＣｅｌｌの無線品質が所定品質を満たしたことを
検知してＳＣｅｌｌアクティブ化又はドーマントＢＷＰ離脱を行う。ここで、ＳＣｅｌｌ
の無線品質が所定品質を満たしたことを速やかに検知するためには、ＵＥ１００がＳＣｅ
ｌｌの無線品質を常時測定できることが望ましい。上述の実施形態では、ＵＥ１００は、
ＳＳＢ又はＴＲＳ（ＣＳＩ－ＲＳ）を参照信号として用いて無線品質（ＲＳＲＰ等）を測
定しているが、これらの参照信号は、時間的に離散して送信される。そのため、ＳＳＢや
ＣＳＩ－ＲＳが送信されていないタイミングでは、ＵＥ１００は無線通信の測定を行うこ
とができず、ＳＣｅｌｌの無線品質が所定品質を満たしたことを検知する際に遅延が生じ
得る。
【０１３２】
同様に、ＵＥ１００は、ＳＣｅｌｌアクティブ化の際に、ＳＳＢ又はＴＲＳ（ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ）を参照信号として用いて、時間／周波数同期を確立するとともに、ＣＳＩ測定、ＡＧ
Ｃ、及びビーム管理等の処理を行う。そのため、ＳＳＢやＣＳＩ－ＲＳが送信されていな
いタイミングでは、ＵＥ１００は、ＳＣｅｌｌアクティブ化のための処理を行うことがで
きず、ＳＣｅｌｌアクティブ化の際に遅延が生じ得る。
【０１３３】
そこで、第４実施形態では、ノード２００の送信部２１０は、無線品質の測定に用いられ
る参照信号（「Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳ」とも称する）をＳＣｅｌｌ上で時間
方向に連続的に送信する。ＵＥ１００の受信部１１０は、ノード２００からＳＣｅｌｌ上
で時間方向に連続的に送信されるＦａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳを受信する。ＵＥ１
００の制御部１３０は、Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳに基づいてＳＣｅｌｌの無線
品質を測定する。ＵＥ１００の制御部１３０は、Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳに基
づいてＳＣｅｌｌアクティブ化のための処理（例えば、時間／周波数同期の確立、ＣＳＩ
測定、ＡＧＣ、及びビーム管理のうち少なくとも１つ）を行ってもよい。これにより、上
述の遅延を抑制できる。
【０１３４】
図１３は、第４実施形態に係るＦａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳの具体例を示す図であ
る。第４実施形態に係るＦａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳは、セル（ＳＣｅｌｌ）の帯
域幅のうち一部の周波数リソースにＦａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳが配置される。
【０１３５】
図１３の（１）の例では、Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳは、ＳＣｅｌｌの帯域幅の
中央の１つ又は複数のリソースブロック、又はＳＣｅｌｌの帯域幅の中央の１つ又は複数
のサブキャリアに配置されている。図１３の（２）の例では、Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎ
ｇ　ＲＳは、ＳＣｅｌｌの帯域幅の一端側の１つ又は複数のリソースブロック、又はＳＣ
ｅｌｌの帯域幅の一端側の１つ又は複数のサブキャリアに配置されている。図１３の
（３）の例では、Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳは、ＳＣｅｌｌの帯域幅の両端側の
１つ又は複数のリソースブロック、又はＳＣｅｌｌの帯域幅の両端側の１つ又は複数のサ
ブキャリアに配置されている。
【０１３６】
図１４は、第４実施形態に係るシステム動作例を示す図である。図１４において、必須で
はないステップを破線で示している。また、上述の第１実施形態と同様な動作については
重複する説明を省略する。
【０１３７】
ステップＳ４０１において、ＵＥ１００の送信部１２０は、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒ
ｅｐｏｒｔメッセージを例えばＰＣｅｌｌ上でノード２００に送信する。ノード２００の
受信部２２０は、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒｅｐｏｒｔメッセージを受信する。
【０１３８】
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ステップＳ４０２において、ノード２００の送信部２１０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇ
ｕｒａｔｉｏｎメッセージを例えばＰＣｅｌｌ上でＵＥ１００に送信する。ＵＥ１００の
受信部１１０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受信する。
【０１３９】
第４実施形態では、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、上述の第１
実施形態で説明した情報に加えて、Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳに関する設定情報
を含んでもよい。Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳに関する設定情報は、Ｆａｓｔ　ｔ
ｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳの有無を示す情報、Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳの周波数軸
上の位置を示す情報（例えば、リソースブロック番号、サブキャリア番号、及び／又はＡ
ＲＦＣＮ（Ａｂｓｏｌｕｔｅ　Ｒａｄｉｏ－Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｎｕ
ｍｂｅｒ））、及びＦａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳの復調を補助する情報（例えば、
参照信号の信号系列を示すルートシーケンス番号等）のうち、少なくとも１つを含む。
【０１４０】
或いは、ノード２００は、Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳに関する設定情報を、ＰＣ
ｅｌｌのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）中でブロードキャストしてもよい。
【０１４１】
ステップＳ４０３において、ＵＥ１００の送信部２１０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージを例えばＰＣｅｌｌ上でノード２００に送信
する。ノード２００の受信部２２０は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏ
ｍｐｌｅｔｅメッセージを受信する。
【０１４２】
ステップＳ４０４において、ノード２００の送信部２１０は、高速検知対象のＳＣｅｌｌ
において時間軸上で定常的なＦａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳを送信する。ＵＥ１００
の受信部１１０は、Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳをＳＣｅｌｌ上で受信する。
【０１４３】
ステップＳ４０５において、ＵＥ１００の制御部１３０は、ＳＣｅｌｌのＦａｓｔ　ｔｒ
ａｃｋｉｎｇ　ＲＳに基づいて無線品質を測定する。
【０１４４】
ステップＳ４０６において、ＵＥ１００の制御部１３０は、ステップＳ４０２で設定され
た無線品質条件が満たされたか否かを判定する。無線品質条件が満たされていないと判定
した場合（ステップＳ４０６：ＮＯ）、ステップＳ４０５に処理が戻る。
【０１４５】
無線品質条件が満たされたと判定した場合（ステップＳ４０６：ＹＥＳ）、ステップＳ４
０７において、ＵＥ１００の制御部１３０は、ＳＣｅｌｌのアクティブ化を開始する。こ
こで、ノード２００の送信部２１０は、高速検知対象のＳＣｅｌｌにおいて時間軸上で定
常的なＦａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳを送信している（ステップＳ４０８）。ＵＥ１
００の制御部１３０は、Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳを用いて、ＳＣｅｌｌとの時
間／周波数同期を確立するための制御を行ってもよい。また、ＵＥ１００の制御部１３０
は、Ｆａｓｔ　ｔｒａｃｋｉｎｇ　ＲＳを用いて、ＳＣｅｌｌについて、ＣＳＩ測定、Ａ
ＧＣ、及びビーム管理を行ってもよい。
【０１４６】
ステップＳ４０９において、ＵＥ１００の送信部１２０は、ＳＣｅｌｌアクティブ化通知
をＰＣｅｌｌ上でノード２００に送信する。ノード２００の受信部２２０は、ＳＣｅｌｌ
アクティブ化通知を受信する。
【０１４７】
ステップＳ４１０において、ノード２００の送信部２１０は、ＳＣｅｌｌアクティブ化通
知の受信成功を示すＨＡＲＱ　ＡＣＫをＰＣｅｌｌのＰＤＣＣＨ上でＵＥ１００に送信す
る。ＵＥ１００の受信部１１０は、ＨＡＲＱ　ＡＣＫを受信する。なお、ＳＣｅｌｌアク
ティブ化通知がＵＣＩである場合、ステップＳ４０８は行わなくてもよい。
【０１４８】
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ステップＳ４１１において、ノード２００は、アクティブ化されたＳＣｅｌｌ上で、ＵＥ
１００に対するＤＬ送信及び／又はＵＬグラントを行い、ＳＣｅｌｌ上での無線通信
（データ通信）を開始する。
【０１４９】
（５）他の実施形態
上述の第１実施形態乃至第４実施形態は、別個独立に実施してもよいし、２以上の実施形
態を組み合わせて実施してもよい。
【０１５０】
上述の実施形態では、ＳＣｅｌｌがＴＨｚ波セルである一例について主として説明した
が、ＳＣｅｌｌは、ＴＨｚ波セルに限定されない。例えば、ＳＣｅｌｌは、ｍｍＷセルで
あってもよい。
【０１５１】
上述の実施形態における動作フローは、必ずしもフロー図に記載された順序に沿って時系
列に実行されなくてもよい。例えば、動作におけるステップは、フロー図として記載した
順序と異なる順序で実行されても、並列的に実行されてもよい。また、動作におけるス
テップの一部が削除されてもよく、さらなるステップが処理に追加されてもよい。
【０１５２】
上述の実施形態に係る動作をコンピュータ（ＵＥ１００、ノード２００）に実行させるプ
ログラムが提供されてもよい。プログラムは、コンピュータ読取り可能媒体に記録されて
いてもよい。コンピュータ読取り可能媒体を用いれば、コンピュータにプログラムをイン
ストールすることが可能である。ここで、プログラムが記録されたコンピュータ読取り可
能媒体は、非一過性の記録媒体であってもよい。非一過性の記録媒体は、特に限定される
ものではないが、例えば、ＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭ等の記録媒体であってもよい。
【０１５３】
本開示で使用する「に基づいて（ｂａｓｅｄ　ｏｎ）」、「に応じて（ｄｅｐｅｎｄｉｎ
ｇ　ｏｎ／ｉｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｔｏ）」という記載は、別段に明記されていない限
り、「のみに基づいて」、「のみに応じて」を意味しない。「に基づいて」という記載
は、「のみに基づいて」及び「に少なくとも部分的に基づいて」の両方を意味する。同様
に、「に応じて」という記載は、「のみに応じて」及び「に少なくとも部分的に応じて」
の両方を意味する。また、「含む（ｉｎｃｌｕｄｅ）」、「備える（ｃｏｍｐｒｉｓ
ｅ）」、及びそれらの変形の用語は、列挙する項目のみを含むことを意味せず、列挙する
項目のみを含んでもよいし、列挙する項目に加えてさらなる項目を含んでもよいことを意
味する。また、本開示において使用されている用語「又は（ｏｒ）」は、排他的論理和で
はないことが意図される。さらに、本開示で使用した「第１」、「第２」などの呼称を使
用した要素へのいかなる参照も、それらの要素の量又は順序を全般的に限定するものでは
ない。これらの呼称は、２つ以上の要素間を区別する便利な方法として本明細書で使用さ
れ得る。したがって、第１及び第２の要素への参照は、２つの要素のみがそこで採用され
得ること、又は何らかの形で第１の要素が第２の要素に先行しなければならないことを意
味しない。本開示において、例えば、英語でのａ，ａｎ，及びｔｈｅのように、翻訳によ
り冠詞が追加された場合、これらの冠詞は、文脈から明らかにそうではないことが示され
ていなければ、複数のものを含むものとする。
【０１５４】
以上、図面を参照して実施形態について詳しく説明したが、具体的な構成は上述のものに
限られることはなく、要旨を逸脱しない範囲内において様々な設計変更等をすることが可
能である。
【０１５５】
（６）付記
上述の実施形態に関する特徴について付記する。
【０１５６】
（付記１）
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移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用いてノードとの無線通信を行う
ユーザ装置であって、
前記ユーザ装置に設定されたセカンダリセルについて前記ユーザ装置がアクティブ化処理
を実行するために満たされるべき無線品質条件を示す情報を前記ノードから受信する受信
部と、
無線品質を測定するとともに、前記無線品質条件が満たされたか否かを評価する制御部
と、を備え、
前記制御部は、前記無線品質条件が満たされたことに応じて、前記セカンダリセルについ
て前記アクティブ化処理を実行する
ユーザ装置。
【０１５７】
（付記２）
前記アクティブ化処理は、非アクティブ状態にある前記セカンダリセルをアクティブ状態
に遷移させる処理を含む
付記１に記載のユーザ装置。
【０１５８】
（付記３）
前記アクティブ化処理は、前記セカンダリセルにおいてドーマント状態にある帯域幅部分
について前記ドーマント状態から離脱する処理を含む
付記１又は２に記載のユーザ装置。
【０１５９】
（付記４）
前記無線品質条件が満たされたことに応じて、前記アクティブ化処理に関する通知を前記
ノードに送信する送信部をさらに備える
付記１乃至３のいずれか１項に記載のユーザ装置。
【０１６０】
（付記５）
前記送信部は、前記通知をプライマリセル上で前記ノードに送信する
付記４に記載のユーザ装置。
【０１６１】
（付記６）
前記制御部は、前記通知を送信したタイミング又は前記通知に対する肯定応答を前記ノー
ドから受信したタイミングから、所定時間以内で前記アクティブ化処理を完了させる
付記４又は５に記載のユーザ装置。
【０１６２】
（付記７）
前記送信部は、前記通知の送信時に又は前記通知の送信よりも前に、前記所定時間を示す
情報を前記ノードに送信する
付記６に記載のユーザ装置。
【０１６３】
（付記８）
前記受信部は、前記ノードから前記セカンダリセル上で時間方向に連続的に送信される参
照信号を受信し、
前記制御部は、前記参照信号に基づいて前記無線品質を測定する
付記１乃至７のいずれかに記載のユーザ装置。
【０１６４】
（付記９）
移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用いてユーザ装置との無線通信を
行うノードであって、
前記ユーザ装置にセカンダリセルを設定する制御部と、
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前記セカンダリセルについて前記ユーザ装置がアクティブ化処理を実行するために満たさ
れるべき無線品質条件を示す情報を前記ユーザ装置に送信する送信部と、を備える
ノード。
【０１６５】
（付記１０）
前記アクティブ化処理は、非アクティブ状態にある前記セカンダリセルをアクティブ状態
に遷移させる処理を含む
付記９に記載のノード。
【０１６６】
（付記１１）
前記アクティブ化処理は、前記セカンダリセルにおいてドーマント状態にある帯域幅部分
について前記ドーマント状態から離脱する処理を含む
付記９又は１０に記載のノード。
【０１６７】
（付記１２）
前記ユーザ装置において前記無線品質条件が満たされたことに応じて、前記アクティブ化
処理に関する通知を前記ユーザ装置から受信する受信部をさらに備える
付記９乃至１１のいずれか１項に記載のノード。
【０１６８】
（付記１３）
前記受信部は、前記通知をプライマリセル上で前記ユーザ装置から受信する
付記１２に記載のノード。
【０１６９】
（付記１４）
前記制御部は、前記通知を受信したタイミング又は前記通知に対する肯定応答を前記ユー
ザ装置に送信したタイミングから、所定時間以内で前記アクティブ化処理が完了するとみ
なす
付記１２又は１３に記載のノード。
【０１７０】
（付記１５）
前記受信部は、前記通知の受信時に又は前記通知の受信よりも前に、前記所定時間を示す
情報を前記ユーザ装置から受信する
付記１４に記載のノード。
【０１７１】
（付記１６）
前記送信部は、前記無線品質の測定に用いられる参照信号を前記セカンダリセル上で時間
方向に連続的に送信する
付記９乃至１５のいずれかに記載のノード。
【０１７２】
（付記１７）
移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用いてノードとの無線通信を行う
ユーザ装置で用いる通信方法であって、
前記ユーザ装置に設定されたセカンダリセルについて前記ユーザ装置がアクティブ化処理
を実行するために満たされるべき無線品質条件を示す情報を前記ノードから受信するス
テップと、
無線品質を測定するとともに、前記無線品質条件が満たされたか否かを評価するステップ
と、
前記無線品質条件が満たされたことに応じて、前記セカンダリセルについて前記アクティ
ブ化処理を実行するステップと、を有する
通信方法。
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【０１７３】
（付記１８）
移動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用いてユーザ装置との無線通信を
行うノードで用いる通信方法であって、
前記ユーザ装置にセカンダリセルを設定するステップと、
前記セカンダリセルについて前記ユーザ装置がアクティブ化処理を実行するために満たさ
れるべき無線品質条件を示す情報を前記ユーザ装置に送信するステップと、を有する
通信方法。
【符号の説明】
【０１７４】
１　　　　　：ネットワーク
１０　　　　：ＲＡＮ
２０　　　　：ＣＮ
１００　　　：ＵＥ
１１０　　　：受信部
１２０　　　：送信部
１３０　　　：制御部
１４０　　　：無線通信部
２００　　　：ノード
２１０　　　：送信部
２２０　　　：受信部
２３０　　　：制御部
２４０　　　：ＮＷ通信部
２５０　　　：無線通信部
３００　　　：ＣＮ装置
【要約】
動通信システムにおいてキャリアアグリゲーションを用いてノードとの無線通信を行う
ユーザ装置は、前記ユーザ装置に設定されたセカンダリセルについて前記ユーザ装置がア
クティブ化処理を実行するために満たされるべき無線品質条件を示す情報を前記ノードか
ら受信する受信部と、無線品質を測定するとともに、前記無線品質条件が満たされたか否
かを評価する制御部と、を備える。前記制御部は、前記無線品質条件が満たされたことに
応じて、前記セカンダリセルについて前記アクティブ化処理を実行する。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】
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